
府中市では、ごみ減量 50％を目指していま

す。平成 13 年度のごみ収集量 68,395 ㌧を基点

として、平成 15 年度から平成 25 年度の 10 年

間で 34,192 ㌧に半減させるというものです。 
当面、初めの 5 年間で「10,000 ㌧ごみ減量大

作戦」を展開中ですが、最終年の今年度は 9,600
㌧の減量が見込まれていることが、9 月議会の

質疑で明らかになりました。市民の努力により、

もうひと踏ん張りで 10,000 ㌧が達成できると

ころまできているのです。 
疑問なのは、この市民の努力の成果を市が公

表しなかったことです。議会で質問されてはじ

めて明らかにしました。そればかりか、市長は
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賛成 18 反対 10 退席 1（議長除く） 

[1] ごみの 10,000 ㌧減量はほぼ達成！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長がごみ処理見直し案を再び提案 

市議会が了承、民主は反対 
12 月議会最終日、市長

が市議会への市長報告とい

う形で、ごみ処理方法の見直し方針を表明しました。

内容は、①ごみ処理の有料化、②戸別収集、③ダス

トボックス撤去、の３点セットで、昨年の案と全く

変わりません。平成 22 年 2 月実施とのことです。 
私たち民主党市議団は、「質問や意見を受け付ける

が当初の決定はかたくなに維持するまま、という姿

勢では市民と行政の対話の発展に必ずしもいい結果

をもたらさない」として一致して反対しましたが、

右表の通り、賛成多数で了承となりました。

東京都府中市宮西町 2-14-5 
萬作ビル 302 
 
民主党プレス民主編集部 
〒100-0014 
東京都千代田区永田町 1-11-1 
電話 03-3595-9988 通常号定価 1 部 200 円  

年間購読料 3000 円(送料込) (第 1･第 3 金曜日発行) 
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（20 年度の値は予想値です）

「減量が進まない以上、ダストボックス方式は

時代に逆行する」（広報ふちゅう 07_7_1 号）と説明

してきました。 
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「減量が進まない以上、ダストボックス方式は

時代に逆行する」（広報ふちゅう 07_7_1 号）と説明

してきました。 
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平成 20 年府中市長選挙時の民主党府中支部と野口忠直候補との「政策協定書」より抜粋 

①まず、従来積み重ねられてきたごみ減量施策を評価・検証すること。また、その審議過程および評価・検

証結果は、市民に公開すること。 
②見直し案の策定にあたっては、収集の有料化・戸別収集の実施・ダストボックスの撤去という「三点セッ

ト」を既定の方針とせず、複数の案を改めて整理して市民や議会に示し、その合意・納得を得ながら絞り

込んだ上でまとめること。 
③見直し案の最終判断を行う前に、アンケートなどによって、市民の意向を確認する手続きをとること。 

[2] 合意・納得なしで決定 
府中市では、平成 15 年、17 年の市民世論調

査でダストボックスに関するアンケートをとっ

ていますが、9 割がボックス維持の意向でした。

さる 9 月に実施された「2000 人アンケート」

では、3 割強がダストボックス撤去に反対。4 割

強の市民は「納得」できれば賛成、「納得」でき

なければ反対ということです。この 4 割の方々

を、機械的に撤去に「賛成」とみなすことはで

きないはずです。 
 
内容は昨年の案と全く変わらず 

しかし市は、この４割強の市民を賛成とカウ

ントし、過半数の理解が得られるとし、見直し

案の提案に踏み切りました。内容は昨年の案と

市民世論調査 ～ 「ごみ収集の希望形態」 

 平17 年 平15 年

現行通りでよい 79.9% 83.3%

ダストボックス収集を維持したまま、有料化する 9.5% 7.8%

ダストボックス収集を廃止して戸別収集とし、有料化する 3.4% 2.4%

ダストボックス収集を廃止して戸別収集とし、無料収集する 3.4% 4.5%

その他・無回答 3.7% 2.1%

そんな中、市民から常設型住民投票条例制定

を求める直接請求が出されました。ごみ問題で

市民の納得が得られているとは言い難く、やは

り市政の重要問題に市民の意思を直接反映させ

られる制度を設けるべき、という趣旨です。 

市民から住民投票を求める声も 

しかも、民主党と市長の「政策協定」にある

複数案の提示もありません。これでは、「政策協

定書」が反故にされたと言わざるを得ません。

 

全く変わりません。市内各地で開かれた「市民

の声を聴く会」やアンケートで寄せられた市民

の声がなにも反映されていません。 

 ダストボックスの廃止についてどう考えますか？ 

「ごみ減量に関する市民アンケート調査（平 20）」より  

無回答 4.0% 
答えられない 6.4% 全面的に賛成 11.7%

絶対に反対 33.2% 市の説明・姿勢に 

納得できるなら 

廃止もやむを得ない 44.7%

小山 くにひこ 

●市長への手紙 

〒183-8703 府中市宮西町 2-24 

http://www.city.fuchu.tokyo.jp/ から 

◆ごみ減量推進課 

TEL：042-335-4400 

FAX：042-336-5181 

Email：risaikuru01@city.fuchu.tokyo.jpにしみや 幸一稲津 けんご 杉村 康之 
MinshuFuchu@gmail.com

次期都議会議員選挙は自民党の比留間敏夫氏、無所属の備邦彦氏に対して、 

民主党 は新人の 小山くにひこ を公認決定しております 


